
中
国
伝
統
医
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
金
元
時
代
（
一
二
五
～
一

三
六
八
）
は
、
三
大
古
典
（
「
黄
帝
内
経
素
問
・
霊
枢
」
『
神
農
本
草
経
』

『
傷
寒
論
」
）
の
医
学
理
論
の
統
合
が
図
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
内

経
以
降
、
希
少
な
治
療
法
と
な
っ
た
潟
血
が
、
こ
の
時
代
に
は
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
を
金
元
の
四
大
家
の
一
人
、
李

東
垣
の
著
「
内
外
傷
弁
惑
論
」
「
脾
胄
論
」
『
蘭
室
秘
蔵
」
（
エ
ン
タ

プ
ラ
イ
ズ
刊
「
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
』
収
載
）
で
調
査
し
た
結
果
、
以

下
の
潟
血
関
連
記
載
（
原
漢
文
）
を
見
い
だ
し
た
。

「
内
外
傷
弁
惑
論
』
に
は
関
連
記
載
な
し
。

「
脾
胄
論
』
。
①
巻
二
第
四
丁
オ
モ
テ
「
如
し
汗
大
い
に
泄
る
る

者
は
、
津
脱
す
。
：
・
三
里
、
気
街
に
三
稜
針
を
以
て
血
を
出
す
。

若
し
汗
減
ぜ
ず
止
ま
ざ
る
者
は
、
三
里
の
穴
の
下
三
寸
、
上
廉
の

穴
に
於
て
血
を
出
す
」
。
②
巻
二
第
十
八
丁
ウ
ラ
「
黄
帝
針
経
に
云
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友
部
和
弘

う
。
前
痛
む
者
を
視
て
、
常
に
先
ず
こ
れ
を
取
ら
ば
、
こ
れ
先
ず

膠
刺
を
以
て
、
そ
の
経
絡
の
塞
ぎ
し
者
を
潟
す
。
血
凝
ま
り
て
為

し
て
流
れ
ざ
る
が
故
に
、
先
ず
こ
れ
を
去
り
て
、
し
か
し
て
後
に

他
病
を
治
す
」
。
③
巻
三
第
五
丁
オ
モ
テ
「
気
、
臂
足
に
在
り
。
こ

れ
を
取
る
に
先
ず
血
脈
を
去
り
、
後
陽
明
少
陽
の
栄
輪
を
取
る
。

二
間
、
三
間
深
く
こ
れ
を
取
り
、
内
庭
、
陥
谷
深
く
こ
れ
を
取
る
」
。

④
巻
三
第
五
丁
ウ
ラ
「
そ
の
足
臂
の
血
絡
を
視
て
、
尽
く
こ
れ
を

取
る
。
後
に
そ
の
瘻
廠
を
治
す
。
皆
、
補
わ
ず
、
潟
さ
ず
、
陰
よ

り
深
く
取
り
引
き
て
こ
れ
を
上
ら
ず
．
：
：
．
」
。
⑤
巻
三
第
六
丁
オ
モ

テ
「
陰
陽
応
象
論
に
云
う
。
そ
の
陰
陽
を
審
ら
か
に
し
て
、
以
て

柔
剛
を
別
か
つ
。
陽
病
は
陰
を
治
し
、
陰
病
は
陽
を
治
す
。
そ
の

血
気
を
定
め
て
、
各
々
そ
の
郷
を
守
る
。
血
実
せ
ば
宜
し
く
こ
れ

を
決
す
べ
し
。
気
虚
せ
ば
宜
し
く
こ
れ
を
製
引
す
べ
し
」
。
⑥
巻
三

第
六
丁
ウ
ラ
「
経
に
曰
く
。
陰
病
は
陽
に
在
る
に
…
。
必
ず
須
ら

く
先
ず
、
絡
脈
経
燧
の
血
を
去
る
べ
し
。
若
し
陰
中
の
火
旺
ん
に

し
て
…
、
先
ず
五
臓
の
血
絡
を
去
り
引
き
て
…
病
、
自
ず
か
ら
去

る
…
…
」
。

『
蘭
室
秘
蔵
」
。
⑦
巻
一
第
十
八
丁
ウ
ラ
「
経
に
云
う
。
中
満
の

者
は
…
。
温
衣
に
て
そ
の
処
を
膠
刺
す
。
こ
れ
先
ず
そ
の
血
絡
を
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濡
し
て
、
後
に
そ
の
真
経
を
調
う
。
気
血
平
と
な
れ
ば
陽
布
神
清

し
、
こ
れ
治
の
正
し
き
な
り
」
。
⑧
巻
二
第
三
十
八
丁
オ
モ
テ
「
目

肥
歳
久
し
く
赤
く
燗
る
る
を
治
す
。
俗
に
呼
び
て
赤
膳
と
為
す
は

こ
れ
な
り
。
当
に
三
稜
針
を
以
て
、
目
雁
の
外
を
刺
し
て
、
以
て

湿
熱
を
潟
す
べ
し
。
眼
に
倒
腱
挙
毛
を
生
じ
、
両
目
緊
く
蓋
う
が

如
き
は
、
内
に
火
熱
を
伏
し
て
陰
気
を
攻
め
た
り
。
…
手
法
を
用

い
内
瞼
に
挙
ち
出
し
て
外
に
向
わ
し
め
、
針
を
以
て
こ
れ
を
刺
し

て
血
を
出
す
」
。
⑨
巻
三
第
二
十
一
丁
オ
モ
テ
「
（
麥
門
冬
飲
子
）
吐

血
久
し
く
愈
ざ
る
を
治
す
。
三
稜
針
を
以
て
気
街
に
於
て
血
を
出

せ
ば
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
愈
ゆ
」
。

以
上
、
九
例
の
潟
血
関
連
記
載
を
検
討
し
た
。

①
引
用
聿
胃
「
素
問
」
三
回
、
「
針
経
（
原
「
霊
枢
」
）
』
二
回
の
計
五

回
。
（
「
脾
胄
論
」
「
蘭
室
秘
蔵
」
と
も
約
二
種
の
引
用
書
が
あ
る
）
。

②
疾
病
の
種
類
”
具
体
的
に
記
す
の
は
、
④
瘻
疵
、
⑦
中
満
、

⑧
眼
疾
（
二
例
）
、
⑨
吐
血
の
計
五
疾
病
。

③
潟
血
と
薬
の
選
択
恥
瘻
廠
に
対
し
吐
薬
を
禁
じ
潟
血
を
施

し
、
腰
痛
に
は
潟
血
を
禁
じ
薬
を
施
こ
し
て
い
る
。
腰
痛
に
委
中

の
潟
血
は
他
言
に
多
く
み
ら
れ
る
が
、
委
中
か
ら
の
潟
血
は
、
一

般
に
出
血
量
が
多
い
。
以
上
は
東
垣
が
治
療
を
す
る
際
、
ダ
メ
ー

ジ
の
少
な
い
方
法
を
選
択
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

側
潟
血
部
位
”
具
体
的
に
記
す
の
は
①
（
足
）
三
里
・
気
街
・
上

廉
、
③
二
間
・
三
問
・
内
庭
・
陥
谷
、
⑧
気
街
で
、
手
足
の
先
方

部
に
多
い
。
ま
た
、
こ
の
部
位
は
大
量
出
血
の
可
能
性
が
極
め
て

低
い
。⑤

薬
物
の
併
用
”
①
②
以
外
は
全
て
潟
血
単
独
で
あ
っ
た
の

は
、
江
戸
前
中
期
の
医
家
と
相
違
す
る
。

⑥
潟
血
目
的
”
「
素
問
」
三
部
九
候
諭
に
「
必
先
去
其
血
脈
而

後
調
之
」
と
あ
る
ご
と
く
、
先
ず
鯵
血
部
よ
り
取
血
し
、
循
環
障

害
の
改
善
を
第
一
と
す
る
。

以
上
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
東
垣
の
医
方
は
、
補
土
派
と
称
さ

れ
、
当
時
戦
乱
続
き
で
体
力
を
消
耗
し
た
患
者
に
、
脾
胄
を
補
う

こ
と
を
主
眼
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
医
方
は
今
回
調
査
し
た
潟

血
療
法
に
も
、
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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